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や

近
年
、
乳
幼
児
の
育
児

法
が
向
上
し
、
マ
マ
さ
ん

方
の
努
力
に
よ
り
、
乳
・

幼
児
と
も
、
ま
す
ま
す
健

や
か
に
、
ま
た
、
順
調
な

少

発
育
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

当
町
の
乳
幼
児
、
三
才
児

の
健
康
診
査
な
ど
か
ら
見

て
も
、
全
国
の
乳
幼
児
発

育
平
均
標
準
を
上
回
っ
て

き
て
い
ま
す
。

ママさんの努力で発育順調

三才界‘僻 康診杳

全国平均標準上回る
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・
衣
類
の
大
手
生
産
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ア
ッ
ギ
ナ
ィ
ロ
ン
は
。

・
地
方
の
企
業
誘
致
に
こ
た
え
、
当
町
を
中
心
に
中
里
、
稲
。

・
垣
に
進
出
す
る
意
向
で
あ
り
ま
す
。
創
業
は
四
十
九
年
五
・

・
月
の
予
定
で
、
今
年
は
土
地
の
選
定
を
終
え
、
十
月
か
ら
。

・
仮
工
場
で
操
業
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。
・

企
業
の
誘
致
に
つ
い
て
三
上
武
男
金
従
業
員
は
一
工
場
に
六
十
五
人
位
の

木
町
長
を
中
心
に
三
町
村
の
関
係
者
は
総
数
三
百
三
十
人
位
で
主
に
女
子
従
業

衣
類
の
大
手
生
産
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ア
員
で
す
。

シ
ギ
ナ
イ
ロ
ン
（
本
社
東
京
）
の
進
出
こ
の
工
場
で
生
産
す
る
衣
類
は
メ
リ

を
歓
迎
し
て
お
り
ま
す
が
、
進
出
に
さ
ヤ
ス
製
の
女
性
用
の
下
着
類
と
子
ど
も

き
立
ち
、
去
る
八
月
七
日
か
ら
九
日
ま
の
下
若
類
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

で
の
三
日
間
、
同
ナ
イ
ロ
ン
の
宮
城
県
給
料
は
初
任
給
三
万
四
千
円
で
三
ケ

白
石
工
場
と
山
形
県
の
長
井
工
場
を
見
月
経
過
す
れ
ば
三
千
円
が
加
給
さ
れ
ま

学
し
、
い
ず
れ
も
公
害
の
な
い
こ
と
と
す
。

従
業
員
も
安
心
し
て
働
け
る
こ
と
を
確
こ
の
よ
う
に
中
央
な
ら
び
に
雌
外
か

か
め
た
と
こ
ろ
か
ら
同
工
場
の
誘
致
も
ら
附
近
市
町
村
に
企
業
を
誘
致
す
る
こ

急
速
に
進
ん
だ
も
の
で
す
。
と
に
よ
っ
て
、
将
来
は
「
出
か
せ
ぎ
者
」

工
場
は
金
木
町
に
中
心
工
場
を
ぽ
き
の
な
い
安
定
し
た
生
活
を
お
く
る
こ
と

中
里
お
よ
び
稲
垣
に
は
分
工
場
を
吐
く
の
で
き
る
大
き
な
要
素
を
も
つ
も
の
と

計
画
の
も
の
で
す
。
思
わ
れ
ま
す
。

企
業
誘
致
が
み
の
る

ア
ッ
ギ
ナ
イ
ロ
ン
進
出

十
月
か
ら
仮
操
業
か

I
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必

Ⅱ
北
方
領
土
問
題
対
策
協
会
Ⅱ

北
方
領
土
問
題
対
策
協
会
で
は
、
北

方
地
域
旧
漁
業
権
者
等
そ
の
他
の
者

（
引
揚
者
）
の
営
む
事
業
（
農
畜
産
林

業
商
工
業
な
ど
）
ま
た
は
生
活
に
必
要

な
資
金
（
更
生
資
金
、
高
校
、
大
学
在

学
者
の
修
学
資
金
、
住
宅
資
金
な
ど
）

を
貸
付
け
し
て
い
ま
す
。

こ
の
貸
付
業
務
は
金
融
機
関
（
各
銀

行
）
に
委
托
し
て
行
っ
て
い
ま
す
か
ら

ど
う
ぞ
効
果
的
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
銀
行
に
ご

相
談
ね
が
い
ま
す
。

引
揚
者
（
北
方
地
域
）
の

事
業
の
経
営
と
生
活
の

安
定
に

貸
付
資
金
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

〔無料)－行政相談一(秘密）

－＜役所への苦情・意見を承ります＞一

1
▼テキパキやってもらえない
▼不親切なめにあった

▼どうしてよいかわからない

▼どうにかしてもらいたい

▼こうすればよいと思う

●

など役所のことで苦情のある方は，どん

な小さなことでも気軽にご相談下さい。

有
、
採
運
宅
事
て
局
察
、
ん
一
‐
‐
！
‐
’
１
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ
‐
‐
‐
１

部
霊
雄
爽
諏
識
一
已
郵

国
険
、
海
住
、

、
保
ス
、
、
庫

郵
睡
翫
奉
坤
極
掛
一
正
皿
局
喝
卵
一

記
、
ガ
ク
防
公

登
祉
気
夕
砂
、

、
簡
磁
イ
、
団

一
》
》
蝿
》
抑
》
》
口
幟
郵
口

一
一
》
》
恥
》
一
一
》
》
《
函
需
癖
皿
一

０
１
１
１
・

親
＠
＠

会
社
・
法
人
等
の
登
二
、
登
記
事
項
の
一
例

会
社
の
賜
合
Ｉ
取
締
役
、
代
表
取
締

記
は
一
定
の
期
間
内
役
、
監
査
役
の
変
史
（
回
人
脅

任
し
た
場
合
も
含
む
）
・

に
申
請
を
し
な
け
れ
目
的
、
本
店
、
支
店
の
変
更
、
解
散

ば
過
料
に
処
せ
ら
れ
清
算
結
了
。

法
人
の
賜
合
Ⅱ
即
事
、
代
表
理
事
の

ま
す
。
変
更
（
回
人
か
再
任
し
た
場
合
も

含
む
）
・

一
会
社
・
法
人
等
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
事
業
、
主
た
る
事
業
所
、
従
た
る
事

一
係
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
登
記
事
項
業
所
の
変
更
。

叩
に
関
し
て
、
選
任
手
続
き
を
し
な
か
つ
出
資
の
口
数
、
州
資
額
の
変
更
。

一
た
り
、
一
定
の
期
間
内
に
登
記
申
請
を
〃
解
散
、
清
算
の
結
了
。

一
行
な
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、
関
係
役
員
三
、
登
記
期
間
少

等
は
過
料
（
商
法
第
四
九
八
条
第
一
登
鵡
事
項
の
変
更
の
日
か
ら

号
）
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
本
店
（
主
た
る
事
務
所
）
の
所
在

一
ま
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
地
で
は
二
週
間
以
内

な
お
、
左
記
に
例
を
掲
げ
ま
し
た
が
支
店
（
従
た
る
事
務
所
）
の
所
在

詳
し
い
こ
と
は
所
轄
の
法
務
局
（
支
局
地
で
は
三
週
間
以
内

出
張
所
）
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
登
記
事
項
に
よ
り
右
以
外
の
期
間
の

記
も
の
も
あ
り
ま
す
。

一
、
会
社
・
法
人
等
の
種
類
四
、
過
料
の
一
例

合
名
会
社
、
合
資
会
社
、
株
式
会
社
会
社
の
場
合
…
…
…
三
○
万
円
以
下

中
小
企
業
等
協
同
組
合
、
農
業
協
同
農
業
、
水
産
業
協
同
組
合
、
中
小
企

組
合
、
水
産
業
協
同
組
合
、
そ
の
他
業
協
同
組
合
等
の
場
合

の
法
人
。
…
：
…
・
一
万
円
以
下

今
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測 手 一

』９

グ
永
子 助手募集案内測量

零

1次
、

図づくりに

あなたの力を.〃

今

地
図
は
、
そ
の
国
の
文
化
の
バ
ロ
メ

ー
タ
ー
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
土
地
理
院
は
、
連
設
省
の
一
つ
の

機
関
と
し
て
東
京
都
目
黒
区
に
、
ま
た

地
方
測
母
部
が
全
国
に
八
ケ
所
脳
か
れ

て
お
り
、
皆
さ
ん
に
古
く
か
ら
な
じ
み

の
深
い
五
万
分
の
一
地
形
図
を
は
じ
め

多
く
の
地
図
を
つ
く
り
、
わ
が
国
の
経

済
や
文
化
の
発
展
な
ど
に
つ
く
し
て
い

ま
す
。測

手
は
、
地
図
作
成
作
業
の
う
ち
、

主
と
し
て
三
角
測
量
、
水
準
測
量
等
の

外
業
作
業
の
助
手
と
し
て
働
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
測
手
制
度
は
明
治
の

は
じ
め
、
わ
が
国
が
、
は
じ
め
て
現
在

の
よ
う
な
近
代
測
皿
に
蒲
手
し
た
当
時

か
ら
引
統
い
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
古

い
伝
統
と
歴
史
を
も
っ
て
い
ま
す
。
測

手
の
大
部
分
は
、
農
村
出
身
の
若
者
に

＝

伽‘

い
」

よ
っ
て
占
め
ら

れ
て
お
り
、
平

幣
は
郷
里
で
腰

業
そ
の
他
の
家

業
に
従
事
し
て

お
り
ま
す
が
、

測
趾
の
時
期
に

な
り
ま
す
と
全

国
各
地
の
測
吐

現
勘
に
出
頭
を

命
ぜ
ら
れ
、
国

餐
で
山
野
踏
破

し
、
精
密
な
基

本
測
量
作
業
の

一
端
を
担
い
重

要
な
役
目
を
果

し
壷
す
。

こ
う
し
た
人

た
ち
の
う
ち
に

は
、
そ
の
功
紙

が
認
め
ら
れ
て

勲
章
、
黄
綬
褒

章
、
大
臣
表
彰

を
授
け
ら
れ
た

人
も
お
り
ま
す
。

国
土
地
理
院
で
は
優
秀
な
測
手
が
多

数
こ
の
地
図
作
り
に
参
加
す
る
こ
と
を

認
ん
で
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
作
業
も
身

体
が
健
康
で
あ
れ
ば
少
し
の
経
験
を
ふ

む
こ
と
に
よ
っ
て
ど
な
た
で
も
で
き
る

も
の
で
あ
り
、
ま
た
一
般
の
建
設
現
勘

の
作
業
に
く
ら
べ
、
安
全
度
も
高
く
そ

ん
な
む
ず
か
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

雁
用
に
つ
い
て
は
、
年
令
満
十
八
歳

以
上
の
男
子
で
、
中
学
校
（
商
小
を
含

む
）
卒
業
以
上
の
身
体
強
健
な
も
の
か

ら
採
用
し
ま
す
。

身
分
は
国
家
公
務
員
の
一
般
非
常
勤

職
凸
（
日
々
雇
用
）
で
あ
り
ま
す
。

給
与
に
つ
い
て
は
、
確
実
な
現
金
収

入
が
得
ら
れ
、
質
金
日
額
は
別
表
の
と

お
り
で
す
。
測
手
と
し
て
経
験
を
軍
ね

一
定
の
年
数
を
経
ま
す
と
別
表
の
基
準

に
よ
っ
て
昇
等
し
、
貨
金
日
額
が
増
額

さ
れ
ま
す
。

応
募
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
こ
と
は

町
役
場
総
務
課
地
籍
調
査
係
へ
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

（
別
表
）

測手賃金日額及び日額旅費表
（48．4．1現在）

合訓賃金日額 日 額旅蛮等
一
１
２
３
４
５
６
７

５
５
５
５
５
５
５

７
２
７
２
７
２
７

５
５
４
４
３
３
１

Ｄ
９
ｆ
Ｐ
９
０
０

２
２
２
２
２
２
２

０
０
０
０
０
０
０

０
５
０
５
０
５
０

５
４
４
３
３
２
１

Ｆ
Ｊ
Ｄ
Ｄ
ｆ
ｌ
９

３
３
３
３
３
３
３

５
５
５
５
５
５
５

７
７
７
７
７
７
７

０
０
０
０
０
０
０

Ｆ
９
９
ｆ
９
０
９

５
５
５
５
５
５
５

●

の
障
謹
者
に
な
っ
た
と
き
に
障
啓
呼
級
洲

智
さ
ん
の
入
っ
て
い
る
圃
民
年
金
は
準
母
子
年
金
１
十
八
歳
未
満
の
係
や
州叩帥

『
お
年
寄
り
に
な
っ
た
ら
も
ら
え
る
年
弟
妹
を
整
っ
て
い
る
お
ば
あ
さ
ん
や
姉
州

金
』
と
だ
け
即
解
し
て
い
る
人
か
、
意
が
、
か
け
金
を
一
年
以
上
納
め
て
い
れ
朏

外
に
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ば
母
子
年
金
と
同
じ
額
の
年
金
が
支
給
州

国
鵬
年
金
に
加
入
し
て
か
け
金
奉
納
さ
れ
ま
す
。

め
て
い
ま
す
と
、
次
の
よ
う
な
年
金
が
遺
児
年
金
Ⅱ
か
け
金
を
一
年
以
上
納
州ⅢⅡ

う
け
ら
れ
ま
す
。
め
て
い
た
両
親
を
亡
く
し
た
十
八
歳
末
州帥Ⅱ

老
齢
年
金
Ｉ
か
け
金
を
納
め
た
期
間
、
満
の
遺
児
に
月
額
八
千
川
面
円
支
給
ざ
州

か
け
金
が
免
除
さ
れ
た
期
間
、
ま
た
は
れ
ま
す
が
、
遺
児
が
二
人
以
上
の
と
き
州

こ
れ
ら
を
は
一
人
に
州

合
わ
せ
た
国
民
年
金
は
つ
き
、
四
柵

期
間
が
二
百
円
が
Ⅲ
柵

十
五
年
以
こ
ん
な
時
に
支
給
さ
れ
ま
す
範
さ
れ
ま
柵

上
あ
る
人
す
。

に
六
十
五
歳
か
ら
支
給
さ
れ
、
二
十
五
寡
婦
年
金
Ｉ
老
齢
年
金
を
受
け
る
洗
朏叫

Ⅱ

年
間
か
け
金
を
納
め
た
場
合
は
、
月
額
格
の
あ
る
夫
が
年
金
を
も
ら
わ
ず
に
死
洲

八
千
円
支
給
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
こ
の
亡
し
た
場
合
、
そ
の
夫
と
十
年
以
１
つ
州

二
十
五
年
間
と
い
う
期
間
は
年
齢
に
応
れ
そ
っ
た
妻
に
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
洲

じ
て
二
十
四
年
ノ
十
年
に
短
縮
さ
れ
る
ま
で
の
五
年
間
支
給
さ
れ
、
そ
の
額
は
州ⅡⅡ

特
例
が
あ
り
ま
す
。
夫
が
う
け
る
は
ず
で
あ
っ
た
老
齢
年
金
州

通
算
老
齢
年
金
Ｉ
国
民
年
金
の
か
け
の
半
額
で
す
。

金
を
納
め
た
期
間
、
か
け
金
が
免
除
ざ
死
亡
一
時
金
Ｉ
か
け
金
を
三
年
以
上
州

れ
た
期
間
、
ま
た
は
、
こ
れ
ら
を
合
わ
納
め
た
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
そ
朏川

Ⅱ

せ
た
期
間
だ
け
で
は
老
齢
年
金
を
も
ら
の
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
か
け
金
州

う
期
間
に
は
足
り
な
い
が
、
厚
生
年
金
を
納
め
た
年
数
に
応
じ
て
一
万
円
か
ら
柵

な
ど
の
よ
う
な
他
の
公
的
年
金
制
度
の
五
万
二
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

加
入
期
間
と
合
わ
せ
て
二
十
五
年
以
上
皆
さ
ん
の
な
か
で
、
年
金
か
う
け
ら
州ⅡⅡ

華
押
詐
趨
岩
永
寺
一
結
計
癌
罐
Ｍ
乖
唾
啼
却
準
岬
峠
称
唖
輔
》
岬
稗
銅
藷
緑
諜
》
帥

は
老
齢
年
金
と
同
じ
よ
う
に
年
齢
に
応
し
て
く
だ
さ
い
。
淵
ｊ

じ
て
短
縮
さ
れ
ま
す
。
）

せ
っ
か
く
、
受
け
る
権
利
が
で
き
て
柵
⑱

障
害
年
金
Ｉ
か
け
金
を
一
年
以
上
納
も
請
求
し
な
い
と
年
金
は
も
ら
え
ま
せ
州

め
た
人
が
、
交
通
事
故
や
病
気
で
心
身
ん
。
聯
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昭
和
四
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
縦
娼

動
車
の
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

現
在
、
ナ
ン
バ
ー
を
つ
け
て
使
っ
て

い
る
蝿
自
励
車
の
検
査
を
受
け
る
期
限

は
、
雁
自
動
車
届
出
征
の
届
出
月
日
に

よ
り
次
の
表
の
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
。こ

の
期
限
内
に
検
査
を
受
け
な
い
と

使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
な
る

べ
く
早
目
に
受
け
て
下
さ
い
。

検
在
を
受
け
る
と
き
は
、
つ
ぎ
の
も

の
が
必
要
で
す
。

現
在
ナ
ン
バ
ー
を
つ
け
て
使
用
し
て
い

る
車・

新
規
検
査
申
請
排

・
軽
自
動
車
届
出
済
証

・
保
安
基
準
適
合
証
（
民
問
巾
検
を

受
け
た
場
合
）

・
保
険
証
明
密
（
保
険
期
Ⅲ
が
二
年

を
こ
え
る
も
の
）

・
印
鑑

・
検
査
手
数
料
六
○
○
円
（
民
間
車

検
を
受
け
た
場
合
は
四
○
○
円
）

新
ら
し
く
ナ
ン
バ
ー
を
つ
け
て
使
用
す

る
車・

新
規
検
査
申
諦
普

・
完
成
検
査
終
了
証
（
湿
式
折
定
の

新
車
）

・
使
用
者
で
あ
る
こ
と
を
証
肌
す
る

謹
渡
証
明
轡
等

・
使
用
者
の
住
所
を
証
明
す
る
住
民

票
等

・
保
険
証
明
沓

・
亜
趾
税
納
付
替
（
新
規
七
、
五
○

○
円
）
ま
た
は
非
課
税
証
明
抑
（
中

古
車
） 軽

自
動
車
の

検
査
に
つ
い
て’

検査期限
・
印
鑑

・
検
在
手
数
料
六
○
○
田
（
型

式
指
定
の
新
車
四
○
○
円
）
図

・
軽
自
動
車
税
申
告
密

。
自
動
車
取
得
税
申
告
納
入
内案

検
査
勘
所

汚
森
市
港
町
二
丁
目
十
番

蝿
自
動
車
検
査
協
会

青
森
事
務
所

（
次
の
案
内
図
の
と
お
り
で
す
）

届 出 年 月 日

41．12．31～以前昭．4 昭 48 10 31

48 30〃42 1 1～同12．31 11〃

48 12 31〃43 1 1～同 7．31 〃

抄
31〃43 8 1～同12．31 49 1〃

1～同 28〃44 1 4．30 49 2〃

31〃44．5． 1～同 49 ３8．31 〃

’

12．31 3049 4〃

ﾊﾞ灘漁港

313．31 49 5〃

49 6．36．30 ０
－

〃

通

3149 79．30 〃

訓
一

49 812．31 〃
/〃

9 30

乃

石
売
槻

493．31 〃

10 31〃49．

〃49．‘

〃49．

6．30
か
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
ｕ
十

か
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
ｕ
十

０
１
３
３

●
■

１
２
１
１

●
ザ

9．30 青
柳
橘

青
柳
棉

|l
i

11．3） 合浦71､学技

50 1 312．23 〃

殿
近
、
科
学
技
術
の
進
歩
は
め
ざ
ま

し
く
、
ま
た
、
私
た
ち
の
日
常
の
消
費

生
活
も
大
き
な
変
化
と
極
度
の
向
上
が

見
う
け
ら
れ
、
生
涌
様
態
も
ま
す
ま
す

複
雑
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

商
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、
食
仙
、
被

服
姑
、
住
居
品
な
没
の
ほ
か
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
も
多
様
化
し
て
き
て
お
り
、
こ

れ
に
と
も
な
い
危
険
商
舶
や
欠
陥
商
品

が
出
回
っ
て
消
甜
君
に
不
安
と
悩
み
を

も
た
ら
し
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
勢
を
反
映
し
て
、
各

地
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
消
賀
者
団

体
の
相
談
窓
口
に
は
、
商
品
苦
悩
を
中

〃

.’
〃47．3．1～同4．30 50 ２ 28

一一

安
定
し
た
生
活
を

消
蜜
者
の
苦
情
処
理
体
制
を
強
化

消
費
生
活
苦
恰
相
談
所
開
設

50 3 31〃47，5．1～同7．31 〃

50 4 30〃47．9．1～同 10．31 〃

5 訓
一

50｜〃47．11．1～48‘131
〃

〃 6 ql
UJ４

－
６
一

同
同

一
一

１
１

色
■

２
５

Ｇ
ｇ

帽
一
相

″
〃
・

50鋤
一
釦
一

｜|'
~｜〃50． １

１
３
３

７
８同

同
一
一

Ｋ
－
９

幅
一
禍

蝸
一
胴
一

１
－
０

３
－
３

50〃

〃
一
ｍ |、3］9

心
に
契
約
や
サ
ー
ビ
ス
の
問
題
な
ど
多

く
の
相
談
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

消
費
者
苦
情
は
、
本
来
当
事
者
間
に

お
い
て
解
決
さ
れ
る
こ
と
が
認
ま
し
い

こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
個
々
で
は
解

決
し
が
た
い
問
題
も
多
い
の
で
、
町
で

は
苦
備
処
理
体
制
を
強
化
確
立
し
、
消

閏
者
の
利
益
の
擁
護
、
墹
進
を
は
か
り

安
定
し
た
生
活
を
営
め
る
よ
う
、
県
と

緊
密
な
連
絡
を
と
り
、
左
記
に
よ
り
苦

情
州
談
の
窓
口
を
開
設
い
た
し
ま
す
か

ら
お
気
蛭
に
お
い
で
く
だ
さ
る
よ
う
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

記

日
時
九
月
十
七
日
（
月
眼
Ⅲ
）

午
醐
九
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で

場
所
金
木
町
役
堀
三
階
杣
淡
塑

相
談
員
金
木
町
大
字
藤
枝

原
田
さ
だ

主
体
金
木
町
役
場
企
凹
籠

移
動
採
血
車
が
参
り
ま
す

愛
の
献
血
に
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

日
時
お
よ
び
場
所

十
月
十
六
日
（
火
）

・
午
前
十
時
か
ら
午
前
十
一
時
ま
で

金
木
慨
林
料
前

・
午
前
十
一
時
十
分
か
ら
正
午
ま
で

金
木
町
役
場
刺

・
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
一
時

五
十
分
ま
で

金
木
郵
便
局
喪

・
午
後
二
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

金
木
揃
院
前

ー

(4）

エ ー ー
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風
速
二
十
五
メ
ー
ト
ル
ぐ

ら
い
ま
で
持
ち
こ
た
え
ら
れ
ま
す
が
、

そ
れ
も
建
て
て
か
ら
二
十
年
以
上
の
家

で
す
と
ち
ょ
っ
と
心
配
で
す
。
た
と
え

ば
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
基
礎
が
い
た
ん
で

い
た
り
、
土
台
が
ゆ
る
ん
で
い
る
と
、

二
十
五
メ
ー
ト
ル
の
暴
風
で
も
瞬
間
風

速
に
直
す
と
そ
の
一
・
五
倍
、
つ
ま
り

三
十
七
’
八
メ
ー
ト
ル
に
な
る
わ
け
で

す
。
も
う
そ
う
な
っ
た
ら
倒
さ
れ
る
家

屋
が
出
て
き
ま
す
。

か
わ
ら
な
ど
が
一
枚
ゆ
る
ん
で
い
た

立
秋
は
も
う
と
っ
く
に
過
ぎ
ま
し
た

が
上
旬
は
ま
だ
残
暑
が
つ
づ
き
ま
す
。

九
月
と
い
え
ば
仲
秋
。
朝
夕
は
め
っ
き

り
涼
し
く
な
り
、
日
足
が
短
く
な
っ
て

も
う
日
暮
れ
か
・
・
・
と
、
秋
の
気
配
を
感

じ
さ
せ
ま
す
。

さ
わ
や
か
な
九
月
の
天
気
を
支
配
す

る
の
は
、
こ
の
十
日
前
後
か
ら
や
っ
て

く
る
リ
ン
雨
、
つ
ま
り
秋
の
長
雨
で

す
。
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
梅
雨
ど
き
の
よ

う
な
雨
で
、
じ
め
じ
め
と
、
う
す
ら
寒

母

甑のし竜〃菱轟季
ン,､ﾝ･･-＆-/‘､一ざシ,｡－,...－』.．、》②｡⑨噂

じ
め
じ
め
と
、
う
す
ら
寒

い
日
さ
え
あ
り
ま
す
。
一

方
、
い
ち
ば
ん
心
配
な
の

は
何
と
い
っ
て
も
台
風
で

す
。
毎
年
、
大
型
の
台
風

は
こ
の
九
月
に
や
っ
て
き

ま
す
。い

ま
ま
で
、
私
た
ち
の

経
験
で
す
と
、
台
風
は
必

ず
と
い
わ
な
い
ま
で
も
、

や
つ
．
て
く
る
も
の
と
覚
悟

だ
け
は
し
て
お
き
た
い
も

の
で
す
。
覚
悟
は
し
て
い

て
も
、
台
風
を
さ
け
て
通

る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
こ
の
自
然
の

暴
威
を
わ
が
家
か
ら
最
少

限
度
に
く
い
と
め
る
工
夫

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

わ
け
で
す
。

普
通
の
家
屋
で
し
た
ら

り
、
く
ず
れ
か
か
っ
て
い
る
と
、
そ
こ
か

ら
つ
ぎ
つ
ぎ
と
吹
き
と
ば
さ
れ
ま
す
。

ス
レ
ー
ト
や
ト
タ
ン
屋
根
の
軒
場
の
ク

ギ
が
一
カ
所
ゆ
る
ん
で
い
た
た
め
に
、

そ
こ
の
す
き
間
か
ら
風
か
吹
き
こ
ん
で

め
く
れ
て
、
屋
根
全
体
が
吹
き
と
ば
さ

れ
た
例
も
あ
り
ま
す
。

窓
や
雨
戸
の
戸
袋
も
、
い
た
ん
で
い

た
ら
直
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ち
ょ
っ

と
し
た
す
き
間
か
ら
吹
き
こ
ん
だ
風
が

家
の
中
で
ふ
く
れ
あ
が
り
、
そ
の
風
圧

で
家
屋
全
体
が
う
き
あ
が
っ
て
倒
壊
す

る
こ
と
も
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。

ト
イ
に
ご
み
や
木
の
葉
が
つ
ま
っ
て

い
た
り
、
下
水
の
水
は
け
を
よ
く
し
て

お
か
な
い
と
、
床
下
浸
水
す
る
こ
と
は

ど
な
た
も
ご
存
じ
の
と
お
り
で
す
。

台
風
悩
報
は
そ
の
つ
ど
ラ
ジ
オ
や
テ

レ
ビ
で
報
道
さ
れ
ま
す
が
、
本
土
か
ら

ま
だ
遠
い
南
方
洋
上
に
あ
る
と
き
は
、

い
つ
、
ど
こ
へ
上
陸
す
る
か
は
っ
き
り

わ
か
り
ま
せ
ん
。
台
風
の
中
心
が
今
ど

こ
に
い
る
か
、
現
在
の
位
置
か
ら
計
算

し
て
、
扇
形
に
「
こ
こ
か
ら
こ
の
範
囲
」

に
や
っ
て
く
る
公
算
が
大
き
い
…
と
い

う
程
度
で
し
か
予
報
で
き
な
い
よ
う
で

す
か
ら
、
気
象
庁
や
管
区
気
象
台
の
情

報
の
ほ
か
に
、
地
元
の
気
象
台
や
測
候

所
の
情
報
を
注
意
し
て
聞
く
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

そ
の
ほ
か
、
食
湿
や
衣
料
も
鮫
少
限

は
準
備
し
た
り
、
万
一
の
こ
と
も
考
え

て
家
族
み
ん
な
で
避
難
場
所
を
打
合
せ

て
お
く
こ
と
も
必
要
で
す
。
ま
た
、
貴

重
品
は
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
て
お
か

な
け
れ
ば
い
ざ
と
い
う
と
き
に
困
り
ま

~

注
、
詳
し
い
こ
と
は
、
金
木
電
報
電
話
局
ま
た
は
、
受
持
の
郵
便
局
へ
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

社
会
福
祉
政
策
を
墹
進
す
る
た
め
、
左
記
の
加
入

砥
話
申
込
の
方
に
は
、
早
期
に
架
設
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

現
在
遜
話
加
入
申
込
し
て
あ
る
方
お
よ
び
、
こ
れ

か
ら
申
込
ま
れ
る
方
は
、
金
木
鬮
報
電
話
局
へ
ご
相

談
下
さ
い
。

記

》

す
。
も
ち
ろ
ん
懐
中
砥
灯
や
ト
ラ
ン
ジ
い
も
の
で
す
。
な
お
、
火
の
元
に
は
十

ス
タ
ラ
ジ
オ
な
ど
も
用
意
し
て
お
き
た
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

六
十
五
才
以
上
の
老
人
で

１
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方

２
、
未
成
年
者
と
の
み
生

計
を
共
に
す
る
方

母
子

一

夫平鋳…永
森tじ呂志

～

ご′'弓7水‘<,さい

身心 公
害
病
認
定
患
者
の
方

３
、
寝
た
き
り
の
配
偶
者

と
の
み
生
計
を
共
に

電
話
加
入
申
込
に
つ
い
て
。

の
お
知
ら
せ

区
す
る
方

身
障
害
者

体
障
害
者

家
庭
の
方懲婁

，砲鯲
一

牽
留
で
よ

別
＝

一､

/2

霊
ｰ 住

民
票
、
民
生
委
員
の
証
明
香
等

住
民
票

医
師
の
診
断
書
、
民
生
委
員
の
証
明
譜
等

住
民
票
、
民
生
委
員
の
証
明
沓
等

医
師
の
診
断
書
、

傷
病
者
手
帳
、
屑

給
付
に
関
す
る
Ｗ

害
者
控
除
対
象
『

公
害
医
療
手
帳

＝ご』

証
明
等

炉｣（
、'1

書
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦

、
原
子
爆
弾
被
爆
者
の
医
療

る
厚
生
大
臣
の
認
定
証
、
障

象
認
定
証
等鷺

１
ｌ
ｂ
「
〆

、

税
金
は

み
ん
な
の
た
め
に

使
わ
れ
て
い
ま
す

私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
た
め
に
は

道
路
や
上
下
水
道
、
学
校
、
社
会
保
障

な
ど
社
会
全
体
と
し
て
必
要
な
も
の
や

制
度
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
も
の
を
整
備
し
た
り
、
病
気
や
貧

困
を
防
ぎ
、
悪
ら
し
を
豊
か
に
し
て
い

く
た
め
に
、
国
や
地
方
公
共
団
体
は
い

ろ
い
ろ
な
事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
国
の
施
策
に
使
わ
れ
る
費

用
の
大
部
分
は
私
た
ち
が
納
め
た
税
金

で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
四
十
八
年

度
の
国
の
一
般
会
計
予
算
は
十
四
兆
二

千
八
百
四
十
徳
円
で
、
こ
の
う
ち
約
八

○
％
は
私
た
ち
の
納
め
た
税
金
で
す
。

こ
れ
を
税
金
千
円
あ
た
り
の
使
い
み

ち
に
し
て
み
る
と
次
の
と
お
り
で
す
。

国
民
の
健
康
や
生
活
を
守
る
た
め
に

一
八
一
円

道
路
や
住
宅
な
ど
の
盤
備
の
た
め
に

一
九
九
円

教
育
と
科
学
技
術
の
振
興
の
た
め
に

二
○
円

国
土
の
防
衛
の
た
め
に
六
五
円

地
方
財
政
援
助
の
た
め
に

一
九
八
円

国
債
の
償
還
や
利
子
支
払
い
の
た
め

に
四
九
円

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
国
の
施
策
を
賄

う
た
め
に
一
九
八
円

合
計
一
、
○
○
○
円

だ37 、
え
、
ク

は
じ

か
い
た

”
』
、
ｂ

ソ
、

U制U叫

凹菌“ﾕﾆ
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こ
れ
ま
で
金
木
病
院
で
は
、
産
婦
人

科
の
先
生
が
一
週
間
に
二
回
だ
け
お
い

で
に
な
り
診
療
を
行
い
、
皆
さ
ん
に
大

へ
ん
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い
ま
し
た

が
、
十
月
一
日
か
ら
は
弘
大
附
属
病
院

か
ら
遠
藤
先
生
が
お
い
で
に
な
り
、
常

時
営
業
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
か
ら

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

金
木
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

産
婦
人
科
が

常
時
営
業

ご
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
八
月
届
出
分
）

浅
利
力
（
勝
守
長
男
）
金
木

古
川
博
埜
（
喜
彦
長
男
）
喜
良
市

藤
井
大
（
誠
長
男
）
金
木

田
中
理
恵
子
（
勝
春
３
女
）
金
木

脇
神
勝
（
功
男
２
男
）
喜
良
市

白
川
英
（
柾
不
美
長
男
）
金
木

徳
田
菰
（
信
二
２
男
）
金
木

外
崎
真
由
美
（
茂
長
女
）
金
木

松
尾
亮
介
（
党
長
男
）
金
木

■
Ⅱ
Ⅱ
８
●
■
●
●
■
■
■
■
■
■
■
■
・
・
・
■
■
■
■
■
■
凸
■
凸
■
■
■
■
■
■
●
句
■
■
■
■
■
■
・
・
・
・
・
■
■
■
Ⅱ
■
・
・
・
・
■
■
■
■
■

マ

①
厚
生
年
金
受
給
者
で
個
室
を
利
用
し

厚
生
年
金
た
場
合

「
有
料
老
人
ホ
ー
ム
」
二
査
付
一
ヶ
月
一
八
、
六
八
。
円

②
厚
生
年
金
受
給
者
で
相
室
の
場
合

青
森
お
の
え
荘
の

三
食
付
一
ケ
月

一
人
一
七
、
一
八
○
円

入
居
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
④
そ
の
他
の
方
で
個
室
を
利
用
し
た
場

合三
食
付
一
ケ
月
二
一
、
六
三
○
円

厚
生
年
金
青
森
お
の
え
荘
は
、
青
森
①
六
十
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
④
そ
の
他
の
方
で
相
室
の
場
合

県
が
国
か
ら
誘
致
し
て
、
南
津
軽
郡
尾
で
も
入
居
で
き
ま
す
。

三
食
付
一
ケ
月

上
町
に
有
料
老
人
ホ
ー
ム
と
し
て
建
設
た
だ
し
、
配
偶
者
に
つ
い
て
は
年
一
人
一
九
、
八
八
○
円

し
た
施
設
で
す
。
令
に
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。

建
設
し
た
場
所
は
、
猿
燭
神
社
の
森
③
入
居
の
日
常
生
活
中
は
身
の
回
り
が
纈
渉
雛
鮮
鯛

と
池
、
そ
し
て
庭
圃
で
名
高
い
盛
美
園
で
き
る
健
康
な
方
で
あ
る
こ
と
。

月
額
二
、
○
○
○
円

が
隣
接
し
て
お
り
、
壮
麗
な
岩
木
山
が
①
入
居
に
際
し
て
は
、
寝
具
お
よ
び
日

望
め
る
田
園
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
温
泉
常
生
活
に
必
要
な
日
用
品
類
を
携
行
園
入
居
手
続
き

に
恵
ま
れ
た
環
境
の
よ
い
と
こ
ろ
に
あ
す
る
こ
と
。
直
接
厚
生
年
金
青
森
お
の
え
荘
（
砥

り
ま
す
。
④
入
居
期
間
は
一
ケ
月
以
上
で
あ
る
こ
話
尾
上
局
（
○
一
七
二
五
七
）
三
一

圏
老
人
ホ
ー
ム
の
入
居
基
準
は
次
の
と
と
。
三
五
番
）
に
相
談
す
る
か
、
町
役
場
民

お
り
で
す
。
圏
入
居
料
金
（
六
丁
間
）
生
課
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
■
・
■
■
■
■
■
・
一
■
・
■
■
■
■
■
・
■
●
三
■
■
■
日
■
■
凸
・
■
■
■
■
■
■
■
■
凸
■
■
■
■
■
■
■
凸
・
■
勾
凸
■
■
■
■
■
■
■
今
冒
■
■
■
■
■
中
』
●
●
■
■
■
■
■
つ
■
●
垂
■
■
■
■
巳
凸
■
■
己
自
■
■
■
■
・
・
・
里
■
■
■
■
■
■
■
凸
・
■
■
■
■
■
■
垂
■
つ
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
●
■
■
・
■
■
■

岩
村
順
子
（
繁
春
長
女
）
嘉
瀬
金
子
希
（
胞
塞
治
長
女
）
喜
良
市
（
蝉
纒
田
輔
歪
趣
琶
郎
”
錘
濫
鮴

辨
美
佐
蓉
禦
蕊
窪
螺
ご
結
婚
お
め
で
と
罐
牒
溌
苛
（
繍
蕊
墜
塞
割
総

苧
瞬
鑪
菱
瀦
蕊
津
籍
漂
銅
悪
癖
野
蟠
岡
塞
窯
郎
握
謹
刷

卵
割
娠
識
一
謹
面
藥
鐸
神
症
恥
千
代
恋
粒
塞
長
女
宮
城
県
（
八
月
届
出
分
）

離
蕊
簿
蕊
溌
（
雛
木
製
溌
宣
３
女
電
蝿
繩
柾
碧
饗
繩
木

舗
縣
蕊
塞
瀧
市
霊
鶉
蝋
認
轆
耐
削
山
正
衛
（
蝸
才
）
神
原

岩
村
さ
お
り
（
治
長
女
）
瀦
瀬
（
醐
鑿
罐
郎
製
麺
鋤
難
藤
頚
認
驍
木

蝉
函
昌
唯
一
獅
七
霊
麺
｝
釧
極
（
醒
嬢
代
華
套
窪
細
郷
“
趣
岬
阜
雑
剛
恥
雄
曄
鋤
一
恥
封
｝
鋒
林

卦
己

四
、
飼
い
犬
は
、
い
ら
な
く
な
っ
た
ら

す
て
な
い
で
保
健
所
へ
と
ど
け
て

く
だ
さ
い
。

五
、
犬
の
飼
い
主
は
、
毎
年
一
回
登
録

し
、
年
二
回
（
舂
・
秋
）
狂
犬
病

予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
て
、
鑑
札

と
注
射
済
票
を
犬
に
つ
け
て
お
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

三
、
飼
い
犬
が
人
を
か
ん
だ
と
き
、
飼

い
主
は
保
健
所
へ
と
ど
け
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
犬
に

か
ま
れ
た
人
も
保
健
所
に
と
ど
け

て
く
だ
さ
い
。

二
、
ひ
き
運
動
は
、
人
の
少
な
い
と
き

・
と
こ
ろ
を
え
ら
ん
で
行
な
い
、

ま
た
、
汚
物
等
の
始
末
は
き
れ
い

に
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

く
わ
し
い
こ
と
は
保
健
所
へ
お
た
ず

ね
下
さ
い
。

青
森
県
保
健
所

一
、
飼
い
犬
は
、
人
に
危
笘
を
加
え
る

お
そ
れ
の
な
い
よ
う
に
つ
な
い
で

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

犬
の
放
し
飼
い
は

や
め
ま
し
ょ
う
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